
口絵4�1 伎楽面 太孤父 個人蔵
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口絵4�2 伎楽面 太孤父 面裏墨書
（近赤外線画像） 個人蔵

口絵4�3 同 面裏墨書（近赤外線画像）口絵5�2 同 面裏墨書（近赤外線画像）

口絵5�1 伎楽面 迦楼羅 面裏墨書
（近赤外線画像）
奈良・東大寺

口絵6 伎楽面 崑崙 面裏墨書
（近赤外線画像）
奈良・東大寺
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（右上）口絵7 伎楽面 酔胡従 面裏朱漆書 奈良・東大寺
（右下）口絵8 伎楽面 老相面 面裏朱漆書 奈良・東大寺

口絵9 伎楽面 酔胡従 面裏朱漆書 大阪・藤田美術館
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は
じ
め
に

い
ま
東
大
寺
と
正
倉
院
に
は
、
奈
良
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
完
形
に
近
い
伎
楽

面
が
三
十
面
（
東
大
寺
（
1
））
と
一
七
一
面
（
正
倉
院
）
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
元
来
東

大
寺
が
管
理
し
て
き
た
品
で
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
四
月
九
日
の
大
仏
開

眼
会
で
用
い
ら
れ
た
面
が
多
く
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
伎
楽
面
の
遺
品
と
し
て
は

法
隆
寺
に
伝
わ
っ
た
飛
鳥
時
代
の
一
群
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
と
双
璧
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
以
降
、
次
第
に
衰
微
し
た
た
め
内
容
に
不
明
な
点
の

多
い
伎
楽
の
実
相
を
知
る
う
え
で
も
っ
と
も
重
要
な
作
品
群
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
伎
楽
面
に
は
、
裏
面
に
墨
な
い
し
朱
漆
で
「
東
大
寺
」
の
銘
記
を

は
じ
め
、
作
者
名
や
年
紀
、
役
柄
な
ど
を
し
る
す
も
の
が
少
な
く
な
い
。
正
倉

院
の
面
の
銘
記
に
つ
い
て
は
、『
正
倉
院
御
物
図
録
（
2
）』
に
翻
刻
と
と
も
に
一
部
の

写
真
が
掲
載
さ
れ
、
同
時
期
に
石
田
茂
作
氏
の
著
書
（
3
）に
も
翻
刻
が
載
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
刊
行
の
『
正
倉
院
の
伎
楽
面
（
4
）』
に
お
い
て
、

毛
利
久
氏
の
翻
刻
と
と
も
に
銘
記
の
写
真
が
網
羅
的
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
は
画

期
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
刊
行
の
『
正
倉
院
宝
物
（
5
）』

に
お
い
て
あ
ら
た
め
て
翻
刻
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
宮
内
庁
正
倉
院
事

務
所
に
よ
る
宝
物
の
調
査
・
保
存
修
理
・
模
造
制
作
の
成
果
が
『
正
倉
院
紀

要
』
で
逐
次
公
表
さ
れ
、
そ
う
し
た
成
果
を
受
け
て
奈
良
国
立
博
物
館
で
毎
年

開
催
す
る
正
倉
院
展
で
は
、
伎
楽
面
に
つ
い
て
も
最
新
の
知
見
を
広
く
紹
介
す

る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。

一
方
、
東
大
寺
所
蔵
の
面
の
銘
記
に
つ
い
て
は
、『
日
本
古
楽
面
目
録
（
6
）』
や
岡

直
己
氏
の
一
論
（
7
）に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
刊
行
の

『
奈
良
六
大
寺
大
観
（
8
）』（

以
下
、『
大
観
』）
や
先
述
の
『
正
倉
院
の
伎
楽
面
』
に
は

毛
利
久
氏
に
よ
る
翻
刻
が
載
る
も
の
の
い
ず
れ
も
写
真
は
な
く
、
伎
楽
面
を
取

り
上
げ
た
個
別
の
論
考
等
に
お
い
て
一
部
が
挿
図
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。

筆
者
は
東
大
寺
伝
来
の
伎
楽
面
の
う
ち
、
正
倉
院
宝
物
を
の
ぞ
く
東
大
寺
所

蔵
お
よ
び
近
代
に
同
寺
を
離
れ
た
面
を
網
羅
的
に
調
査
す
る
こ
と
を
企
図
し
、

諸
外
国
に
存
す
る
も
の
も
ふ
く
め
て
現
所
在
を
把
握
し
た
面
の
ほ
と
ん
ど
を
調

べ
、
と
く
に
銘
記
に
関
す
る
知
見
を
多
く
得
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。
銘
記

を
有
す
る
面
に
①
か
ら
㉘
ま
で
番
号
を
振
り
、
写
真
と
と
も
に
翻
刻
案
を
提
示

し
て
今
後
の
研
究
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
。『
日
本
古
楽
面
目
録
』
を
は
じ

め
既
知
の
翻
刻
の
う
ち
加
筆
や
訂
正
を
要
す
る
箇
所
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
し
め
し
、

筆
者
の
確
認
が
及
ん
だ
か
ぎ
り
で
未
翻
刻
と
み
ら
れ
る
銘
記
は
全
文
を
ゴ
シ
ッ

ク
体
と
し
た
。
な
お
、
東
大
寺
所
蔵
お
よ
び
同
寺
旧
蔵
の
伎
楽
面
の
う
ち
前
者

に
つ
い
て
は
、
同
じ
役
柄
の
面
が
複
数
あ
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七

四
）
の
追
加
指
定
の
際
に
付
さ
れ
た
整
理
番
号
と
『
大
観
』
の
掲
載
番
号
を
併

―
調
査
報
告
―

東
大
寺
伝
来
伎
楽
面
銘
記
集
成

山

口

隆

介

41 ���� 26 (2024)

／鹿園雑集　２６号　２０２４／２６号縦組／東大寺伝来伎楽面 2024.03.14 15.07.54 Page 41



記
し
た
。
ま
た
、
東
大
寺
所
蔵
分
の
う
ち
六
面
（
9
）は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に

面
裏
の
漆
を
塗
り
直
し
た
う
え
に
書
か
れ
た
修
理
銘
の
た
め
本
稿
で
は
取
り
上

げ
な
い
。

一
、
東
大
寺
伝
来
伎
楽
面
の
銘
記

①
太
孤
父
（
個
人
蔵
）﹇
口
絵
4�

1
、
図
1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
口
絵
4�

2
・
4

�

3
﹈

東
大
寺
春
日
人
万
呂

作

（
右
耳
部
）

左

（
額
部
）

こ
の
面
に
つ
い
て
従
来
く
わ
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
寛
政

四
年
（
一
七
九
二
）
住
吉
廣
行
筆
の
『
南
都
東
大
寺
伎
楽
之
面
写
（
10
）』
お
よ
び
同
十

二
年
ご
ろ
の
『
集
古
十
種
』
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、
東
大
寺
伝
来
と
確
か
め
ら

れ
る
。
憂
い
を
帯
び
た
老
相
の
面
で
、
頭
部
に
貼
毛
を
ほ
ど
こ
し
、
眉
と
ひ
げ

に
植
毛
す
る
こ
と
か
ら
太
孤
父
に
比
定
さ
れ
る
。
先
の
大
戦
以
前
は
原
富
太
郎

（
三
溪

一
八
六
八
〜
一
九
三
九
）
が
蔵
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
基
永
師
作
の
酔

胡
従
（
文
化
庁
蔵
〈
⑲
〉）、
迦
楼
羅
（
滋
賀
・
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵
）、
建
久

七
年
（
一
一
九
六
）
銘
の
力
士
（
現
所
在
不
明
）
と
と
も
に
昭
和
十
四
年
（
一
九
三

九
）
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
に

出
品
さ
れ
た
（
11
）。
面
裏
右
耳
部
の
墨
書
﹇
口
絵
4�

2
﹈
に
よ
り
春
日
人
万
呂
の
作

と
判
明
す
る
。
こ
の
ほ
か
額
部
に
「
左
」
の
墨
書
﹇
口
絵
4�

3
﹈
が
あ
る
。

②
酔
胡
従
（
個
人
蔵
）﹇
図
2�

1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
図
2�

2
〜
2�

4
﹈

（
大
）

東
□
寺
基
永
師
作

（
右
側
頭
部
）

第
三

丙

（
前
頭
部
）

前
二

天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日

（
左
側
頭
部
）

こ
の
面
も
く
わ
し
い
解
説
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
（
12
）、
銘
記
に
よ
り
天
平
勝
宝
四

年
四
月
九
日
の
大
仏
開
眼
会
で
お
こ
な
わ
れ
た
四
組
（
前
一
・
二
、
後
一
・
二
）

の
伎
楽
に
用
い
た
面
で
あ
り
、「
前
二
」
お
よ
び
「
後
一
」
の
組
を
制
作
し
た
基

永
師
の
作
と
わ
か
る
。『
西
大
寺
資
財
流
記
帳
』
の
記
載
か
ら
、
酔
胡
従
は
八
人

で
一
組
を
構
成
し
た
と
み
ら
れ
て
お
り
、「
第
三
」
の
墨
書
﹇
図
2�

3
﹈
は
八

人
の
な
か
で
の
順
番
を
し
め
す
も
の
だ
ろ
う
。「
丙
」
の
墨
書
の
意
味
は
つ
ま
び

ら
か
で
な
い
が
、
正
倉
院
に
伝
わ
る
伎
楽
用
具
に
関
連
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る

両
口
面
袋
に
「
東
大
寺
」
や
「
前
一
」「
前
二
」「
後
一
」「
後
二
」
な
ど
と
と
も

に
「
甲
」「
乙
」「
丙
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
な
お
、
同
じ
く

「
前
二
」
組
の
基
永
師
作
の
酔
胡
従
面
と
し
て
正
倉
院
の
木
彫
第
三
六
号
が
あ

る
。『

南
都
東
大
寺
伎
楽
之
面
写
』
お
よ
び
『
集
古
十
種
』
に
は
こ
の
面
と
み
ら

れ
る
図
が
収
載
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
以
前
に

撮
影
さ
れ
た
古
写
真
（
東
大
寺
所
蔵
の
迦
楼
羅
〈
⑦
〉、
波
羅
門
〈
⑪
〉、
酔
胡
王

〈
⑭
〉
と
と
も
に
写
る
）
が
伝
わ
る
（
13
）。
さ
ら
に
、
こ
の
面
に
は
桐
箱
が
附
属
し
て

お
り
、
蓋
裏
に
は
墨
書
（
14
）を
と
も
な
う
貼
紙
﹇
図
2�

5
﹈
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

42
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大
仏
殿
回
廊
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
奈
良
博
覧
会
で
陳
列
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
九
月
の
博
覧
会
社
解
散
に
際
し
て
、
同
年
十

一
月
に
絹
谷
幸
二
が
買
い
求
め
て
所
蔵
品
と
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

③
童
子
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
1
、『
大
観
』
№
4
）﹇
図
3�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
3�
2
﹈

（
捨
目
）

□
□
師
作

（
左
耳
部
）

現
状
、
貼
紙
で
墨
書
の
上
半
が
隠
れ
て
い
る
が
、
東
大
寺
所
蔵
の
童
子
（
④
）

や
呉
公
（
⑥
）
の
面
と
墨
書
の
位
置
お
よ
び
筆
法
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
面
も
「
捨
目
師
作
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
面
種
に
つ
い
て
は
、

と
も
に
二
面
で
一
具
を
な
す
師
子
児
と
太
孤
児
を
様
式
的
に
分
別
し
た
岩
田
茂

樹
氏
の
研
究
に
よ
り
、
前
者
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
15
）。

④
童
子
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
2
、『
大
観
』
№
5
）﹇
図
4�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
4�

2
﹈

捨
目
師
作

（
左
耳
部
）

③
・
⑥
と
同
じ
く
捨
目
師
の
作
と
判
明
す
る
。
面
種
に
つ
い
て
は
太
孤
児
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
16
）。

⑤
童
子
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
3
、『
大
観
』
№
6
）﹇
図
5�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
5�

2
﹈

（
寺
）

東
□
□

月
九
日

（
額
部
）

後
二（

寺
）

「
東
□
□
」「
月
九
日
」
の
墨
書
か
ら
大
仏
開
眼
会
で
用
い
た
面
と
み
ら
れ
、

「
後
二
」
に
よ
り
延
均
師
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
作
風
や
耳
の
彫
法
か
ら
も
彼

の
作
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
正
倉
院
の
木
彫
第
四
四
号
と
も
と
一
具
を
な
し
、

面
種
は
師
子
児
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
17
）。

⑥
呉
公
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
7
、『
大
観
』
№
9
）﹇
図
6�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
6�

2
﹈

（
作
）

捨
目
師
□

（
左
耳
部
）

東
大
寺
所
蔵
の
童
子
の
面
（
③
・
④
）
と
墨
書
の
位
置
お
よ
び
筆
法
が
共
通

す
る
。「
師
」
の
下
に
「
作
」
の
字
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

⑦
迦
楼
羅
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
8
、『
大
観
』
№
11
）﹇
図
7�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
口
絵
5�

1
・
5�

2
、
図
7�

2
﹈

東
大
寺

（
人
万
呂
カ
）

（
春
カ
）

□
□
□
□
□

□
（
作
カ
）

（
右
耳
部
）

左

（
額
部
）

綱
封
蔵
□
（
御
納
カ
）
□
面

□（出
之
）□

（
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
）
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花（
厳
カ
）
□
会

（
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
）

（
上
座
威
儀
師
カ
）

覚
仁

ま
ず
『
日
本
古
楽
面
目
録
』
以
来
、「
天
平
」
の
墨
書
が
あ
る
と
解
説
さ
れ
て

き
た
が
、
確
認
で
き
な
い
。
つ
ぎ
に
面
裏
右
耳
部
の
墨
書
﹇
口
絵
5�

1
﹈
に
つ

い
て
、「
東
大
寺
」
以
下
は
割
書
の
よ
う
に
二
行
に
し
る
す
と
さ
れ
る
も
の
の
（
18
）、

墨
痕
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る
程
度
で
判
読
は
容
易
で
な
い
。
た
だ
し
、「
東
大

寺
」
銘
の
位
置
に
着
目
す
る
と
、
大
仏
開
眼
会
の
面
を
制
作
し
た
将
（
相
）
李
魚

成
・
基
永
師
・
延
均
師
・
財
福
師
の
面
は
、
一
部
の
例
外
（
19
）を
の
ぞ
い
て
「
東
大

寺
」
銘
を
額
部
に
し
る
す
の
で
、
右
耳
付
近
に
し
る
す
こ
の
迦
楼
羅
面
は
上
記

の
四
名
以
外
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
面
の
作
者
に
基
永
師
を
あ
て
る
見
方

が
あ
り
（
20
）、
捨
目
師
に
比
定
し
う
る
か
と
す
る
解
説
も
あ
る
が
（
21
）、
す
く
な
く
と
も

基
永
師
と
延
均
師
の
作
で
な
い
こ
と
は
両
者
の
銘
記
が
あ
る
迦
楼
羅
面
（
㉑
・

㉗
）
と
の
比
較
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

「
東
大
寺
」
銘
を
同
様
の
位
置
に
し
る
す
面
と
し
て
は
、
先
に
触
れ
た
個
人

蔵
太
孤
父
（
①
）
や
、
正
倉
院
の
酔
胡
従
二
面
（
木
彫
第
三
九
号
お
よ
び
第
四
〇

号
）
な
ど
が
あ
り
、
前
者
と
「
東
大
寺
」
以
下
の
部
分
を
比
較
す
る
と
、
右
行
に

「
春
」
の
四
画
目
の
左
払
い
や
、
六
か
ら
九
画
目
が
つ
く
る
「
日
」、「
人
」
の

一
画
目
の
左
払
い
、「
万
」
の
一
画
目
の
横
画
と
三
画
目
の
左
払
い
、「
呂
」
の

五
か
ら
七
画
目
を
な
す
「
口
」
字
な
ど
を
か
ろ
う
じ
て
判
読
し
う
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
迦
楼
羅
面
も
個
人
蔵
太
孤
父
と
同
じ
く
春
日
人
万
呂
の
作
で
あ
る

可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
る
。
な
お
、
額
部
に
あ
る
「
左
」﹇
口
絵
5�

2
﹈
の
意

味
は
つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
こ
れ
も
個
人
蔵
太
孤
父
の
同
じ
位
置
に
同
じ
墨

書
が
あ
る
。

左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
は
三
行
ほ
ど
の
墨
書
﹇
図
7�

2
﹈
が
あ
り
、
一

（
厳
カ
）

行
目
の
冒
頭
に
「
綱
封
蔵
」、
二
行
目
の
冒
頭
に
「
花
□
会
」
と
あ
る
ほ
か
、
三

行
目
の
末
尾
は
「
覚
仁
」
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
22
）、
首
肯
す
べ
き
と
思

わ
れ
る
。
墨
書
の
共
通
す
る
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
迦
楼
羅
面
（
㉗
）
と
の
比
較

か
ら
、
一
行
目
の
末
尾
は
お
そ
ら
く
「
出
之
」
だ
ろ
う
。
同
じ
く
一
行
目
の
「
綱

封
蔵
」
と
「
面
」
の
間
に
は
二
字
あ
る
よ
う
だ
が
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、

一
字
目
は
旁
の
右
側
に
「
阝
」
と
読
み
う
る
墨
痕
が
あ
り
、
二
字
目
の
旁
は

「
内
」
に
み
え
る
。
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
の
墨
書
が
、
東
大
寺
華
厳
会

に
際
し
て
綱
封
蔵
に
納
め
ら
れ
て
い
た
伎
楽
面
を
取
り
出
し
た
こ
と
を
し
め
す

と
み
ら
れ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、「
綱
封
蔵
」
と
「
面
」
の
間
の
二
字
は
「
御
納
」

と
読
む
の
も
一
案
だ
ろ
う
。

以
上
よ
り
、
面
裏
右
耳
部
お
よ
び
額
部
の
墨
書
は
奈
良
時
代
の
制
作
当
初
の

銘
記
、
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
の
墨
書
は
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
迦
楼
羅
面

と
同
じ
く
平
安
時
代
、
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
の
追
記
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
崑
崙
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
10
、『
大
観
』
№
12
）﹇
図
8�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
8�

2
﹈

東
大
□
□

（
額
部
）

こ
の
面
の
墨
書
に
つ
い
て
「
東
大
寺
」
と
解
し
、
次
行
に
も
文
字
が
あ
る
も

の
の
判
読
困
難
と
す
る
解
説
が
あ
る
が
（
23
）、
い
ま
確
認
で
き
る
の
は
「
東
大
」
の

二
字
で
あ
る
。
そ
の
下
方
に
も
、
や
や
小
さ
い
文
字
が
あ
り
、
他
例
に
照
ら
せ

ば
作
者
名
の
可
能
性
が
あ
る
が
読
め
な
い
。

⑨
崑
崙
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
11
、『
大
観
』
№
14
）﹇
図
9
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
口

44
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絵
6
﹈

（
万
呂
カ
）

春
日
人
□
□

作

（
右
こ
め
か
み
部
）

面
裏
の
朽
損
が
い
ち
じ
る
し
く
、
墨
線
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い

が
、
先
に
触
れ
た
個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）
の
墨
書
﹇
口
絵
4�

2
﹈
と
の
比
較
に

よ
り
部
分
的
に
判
読
で
き
る
。
ま
ず
、「
人
」
字
の
二
画
目
を
長
く
あ
ら
わ
す
特

徴
的
な
筆
法
が
個
人
蔵
太
孤
父
と
一
致
す
る
。
そ
の
上
の
字
は
「
日
」
と
読
む

こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
は
「
春
」
字
の
最
初
の
三
画
で
あ
る
「
三
」

と
そ
の
下
の
「
日
」
が
か
ろ
う
じ
て
確
認
で
き
る
。
次
行
も
個
人
蔵
太
孤
父
の

墨
書
と
の
比
較
か
ら
「
作
」
と
み
て
よ
い
。
こ
の
二
行
の
上
部
に
は
墨
痕
が
点

在
し
て
い
る
が
、「
東
」
や
「
大
」
の
字
の
最
終
画
と
み
ら
れ
る
右
払
い
が
残
る

こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
「
東
大
寺
」
と
し
る
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
面

に
つ
い
て
は
基
永
師
作
と
の
見
方
が
あ
り
（
24
）、
古
く
は
基
永
師
の
作
風
を
ふ
ま
え

た
捨
目
師
の
作
と
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
25
）、
以
上
よ
り
春
日
人
万
呂
の
作
と

み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑩
崑
崙
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
12
、『
大
観
』
№
13
）﹇
図
10�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
10�

2
・
10�

3
﹈

永
師

（
左
頰
部
）

面
裏
の
朽
損
が
い
ち
じ
る
し
い
も
の
の
、
左
頰
部
に
「
永
師
」
の
二
字
﹇
図

10�

2
﹈
が
確
認
で
き
る
。
作
者
に
つ
い
て
作
風
か
ら
基
永
師
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
て
き
た
が
（
26
）、
銘
記
に
よ
り
そ
の
こ
と
が
ほ
ぼ
確
か
め
ら
れ
た
。
な
お
、

面
裏
右
耳
部
に
も
太
字
に
よ
る
墨
書
﹇
図
10�

3
﹈
が
二
行
あ
る
が
、
い
ま
の
と

こ
ろ
判
読
で
き
な
い
。

⑪
波
羅
門
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
24
、『
大
観
』
№
24
）﹇
図
11�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
11�

2
・
11�

3
﹈

東
大
寺
基
永
師

彫
作

（
額
部
）

前
二

天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日

（
左
側
頭
部
か
ら
耳
に
か
け
て
）

大
仏
開
眼
会
で
用
い
た
面
で
あ
り
、「
前
二
」
の
組
を
制
作
し
た
基
永
師
の
作

と
わ
か
る
。
こ
の
面
は
か
つ
て
酔
胡
従
と
さ
れ
て
い
た
が
、
ひ
げ
を
あ
ら
わ
さ

ず
歯
の
欠
け
た
老
相
と
す
る
点
や
肉
身
を
緑
褐
色
と
す
る
点
が
多
く
の
酔
胡
従

と
は
異
な
る
一
方
、
同
様
の
特
徴
を
も
つ
正
倉
院
の
面
（
木
彫
第
一
号
）
に
「（
マ
マ
）
婆

羅
門
」
の
墨
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
瀬
正
和
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
波
羅
門

の
面
と
み
な
さ
れ
る
（
27
）。

⑫
波
羅
門
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
25
、『
大
観
』
№
25
）﹇
図
12�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
12�

2
﹈

（
基
カ
）
□
永
師
作

（
右
耳
部
）

一
字
目
が
不
鮮
明
な
が
ら
「
基
永
師
作
」
と
判
読
さ
れ
る
。
⑪
の
面
と
同
様

に
、
身
色
や
容
貌
上
の
特
徴
か
ら
波
羅
門
の
面
と
み
ら
れ
る
。「
天
平
勝
宝
四

45 ���� 26 (2024)
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年
四
月
九
日
」
の
年
紀
や
「
前
二
」
な
い
し
「
後
一
」
の
墨
書
は
な
く
、
ほ
か

の
「
基
永
師
」
銘
と
は
銘
記
の
位
置
・
筆
法
と
も
に
異
な
る
が
、
完
成
後
に
眼

孔
を
刳
り
広
げ
る
の
は
大
仏
開
眼
会
所
用
の
面
の
特
色
と
さ
れ
、
⑪
の
波
羅
門

面
に
「
前
二
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
本
面
は
「
後
一
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
面
と
銘
記
の
位
置
や
筆
法
が
共
通
す
る
基
永
師
作
面
と
し
て
、
ほ
か
に
正

倉
院
の
呉
女
（
木
彫
第
一
七
号
）
お
よ
び
酔
胡
従
（
木
彫
第
一
八
号
）
、
藤
田
美
術

館
所
蔵
の
迦
楼
羅
﹇
図
21�
1
・
21�

2
﹈
が
あ
る
。

⑬
太
孤
父
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
16
、『
大
観
』
№
18
）﹇
図
13�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
13�

2
﹈

□
（
延
均
カ
）
□

（
左
こ
め
か
み
部
）

い
ま
墨
線
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
る
に
す
ぎ
ず
、
判
読
は
難
し
い
。

こ
の
面
に
つ
い
て
は
、
作
風
や
耳
の
彫
法
か
ら
東
大
寺
伝
来
の
ほ
か
の
太
孤

父
面
（
重
文
№
17
、『
大
観
』
№
19
お
よ
び
重
文
№
18
、『
大
観
』
№
20
）
と
と
も
に
作

者
に
延
均
師
を
あ
て
る
見
方
が
あ
る
（
28
）。
た
だ
し
、
上
・
下
脚
と
も
に
斜
め
前
方

を
向
く
対
耳
輪
の
彫
法
は
、
延
均
師
作
面
の
耳
の
典
型
（
上
脚
が
後
方
に
向
か
っ

て
長
く
弧
を
描
く
）
を
し
め
す
太
孤
父
面
（
重
文
№
18
、『
大
観
』
№
20
）
と
は
異
な

る
。
一
方
、
本
面
の
対
耳
輪
の
形
状
は
、
成
瀬
氏
が
開
眼
会
に
使
用
さ
れ
た
面

で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
制
作
時
期
が
異
な
る
と
し
た
「
延
均
師
」
銘
の
面
（
正
倉

院
の
木
彫
第
二
二
号
の
波
羅
門
お
よ
び
第
九
二
号
の
酔
胡
従
）
と
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
正
倉
院
の
木
彫
第
九
二
号
の
銘
記
を
参
照
し
つ
つ
本

面
の
墨
書
﹇
図
13�

2
﹈
を
眺
め
れ
ば
、
一
字
目
の
ひ
ら
が
な
の
「
く
」
の
よ
う

な
部
分
は
「
延
」
の
七
か
ら
八
画
目
、
そ
の
下
の
墨
線
は
「
均
」
の
旁
の
よ
う

に
も
み
え
る
。
本
面
と
正
倉
院
の
木
彫
第
二
二
号
お
よ
び
第
九
二
号
の
墨
書
の

位
置
が
お
お
む
ね
共
通
す
る
こ
と
も
こ
れ
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
こ

で
は
ひ
と
ま
ず
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

⑭
酔
胡
王
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
21
、『
大
観
』
№
22
）﹇
図
14�

1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
14�

2
・
14�

3
﹈

王

東
大
（
寺
）
□
□
永

（
冠
帽
か
ら
額
部
に
か
け
て
）

後
一

天
平
勝
宝

（
左
こ
め
か
み
部
か
ら
耳
に
か
け
て
）

（
寺
）

作
風
か
ら
基
永
師
の
作
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。「
東
大
□
」
の
下
に
や
や
小
さ

い
文
字
で
二
行
に
わ
た
っ
て
し
る
さ
れ
る
墨
書
﹇
図
14�

2
﹈
の
な
か
に
「
永
」

の
字
が
あ
る
こ
と
、
左
こ
め
か
み
部
﹇
図
14�

3
﹈
に
「
後
一
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
同
人
の
作
と
確
か
め
ら
れ
る
。
い
ま
「
天
平
勝
宝
」
の
下
方
が
失
わ
れ
て
い

る
が
、
大
仏
開
眼
会
の
月
日
が
つ
づ
い
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
冒
頭
の
「
王
」

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
酔
胡
王
の
面
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

⑮
酔
胡
従
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
23
、『
大
観
』
№
2
）﹇
図
15�

1
﹈
・
面
裏
墨

書
﹇
図
15�

2
〜
5
﹈

東
大
寺

（
師
カ
）
□

（
右
側
頭
部
）

（
第
カ
）
□
□

（
額
部
）

46
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天
平

九
日

（
左
側
頭
部
）

「
東
大
寺
」「
天
平
」「
九
日
」
の
墨
書
か
ら
大
仏
開
眼
会
で
用
い
た
面
と
み

（
第
カ
）

ら
れ
、
作
風
や
耳
の
彫
法
、
額
部
に
「
□
」
の
墨
書
﹇
図
15�

3
﹈
が
あ
る
こ
と

か
ら
基
永
師
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
右
側
頭
部
の
「
東
大
寺
」
の
下
方
に
は
、

「
師
」
の
九
画
目
と
み
ら
れ
る
筆
画
が
残
っ
て
い
る
。
左
側
頭
部
の
墨
書
を

「
天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日
」
と
翻
刻
す
る
文
献
（
29
）も
あ
る
が
、
い
ま
確
認
で
き

る
の
は
「
天
平
」﹇
図
15�

4
﹈
と
「
九
日
」﹇
図
15�

5
﹈
の
み
で
あ
る
。

「
天
平
」
の
右
側
に
墨
痕
が
あ
る
も
の
の
判
読
で
き
な
い
た
め
、「
前
二
」「
後

一
」
ど
ち
ら
の
組
の
面
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
し
、
基
永
師
作
の
酔
胡
王
お

よ
び
酔
胡
従
の
面
裏
墨
書
の
う
ち
「
東
大
寺
」
の
位
置
に
注
目
す
る
と
、「
前

二
」
の
面
（
②
）
は
右
側
頭
部
、「
後
一
」
の
面
（
⑭
・
正
倉
院
の
木
彫
第
三
七
号
）

は
額
部
と
分
別
で
き
、
そ
う
と
す
れ
ば
本
面
は
「
前
二
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

⑯
酔
胡
従
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
27
、『
大
観
』
№
27
）﹇
図
16�
1
﹈・
面
裏
墨
書

﹇
図
16�

2
﹈

東
大
寺
延
□（均
師
）□

後
二
天
平
勝
宝
四
年

日

（
額
部
）

「
東
大
寺
」「
天
平
勝
宝
四
年

日
」
の
墨
書
か
ら
、
大
仏
開
眼
会
で
用

（
均
師
）

い
た
面
と
み
ら
れ
、「
延
□
□
」「
後
二
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
延
均
師
の
作
と
わ

か
る
。
作
風
や
耳
の
彫
法
か
ら
も
彼
の
作
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。

⑰
酔
胡
従
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
32
、『
大
観
』
№
29
）﹇
図
17
﹈・
面
裏
朱
漆
書

﹇
口
絵
7
﹈

相
李
魚
成
作

東
大
寺

（
頭
頂
か
ら
額
部
に
か
け
て
）

天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日

大
仏
開
眼
会
で
用
い
た
面
で
あ
り
、「
前
一
」
の
組
を
制
作
し
た
相
李
魚
成
の

作
と
わ
か
る
。

⑱
老
相
面
（
東
大
寺
蔵

重
文
№
37
、『
大
観
』
№
31
）﹇
図
18
﹈・
面
裏
朱
漆
書

﹇
口
絵
8
﹈

相
李
魚

東
大
寺

（
頭
頂
部
）

天
平
勝

右
頰
を
の
ぞ
く
面
部
の
大
半
を
欠
失
す
る
が
面
裏
頭
頂
部
に
朱
漆
書
が
あ
る
。

朱
漆
の
退
色
に
よ
り
下
半
は
判
読
で
き
な
い
も
の
の
、
銘
記
の
体
裁
や
「
相
李

魚
」「
天
平
勝
」
な
ど
が
相
李
魚
成
作
の
酔
胡
従
面
（
重
文
№
32
、『
大
観
』
№
29
）

と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
大
仏
開
眼
会
所
用
の
面
と
し
て
同
人
が
制
作
し
た
と

み
て
よ
い
。
い
ま
破
損
が
い
ち
じ
る
し
い
た
め
面
種
を
特
定
で
き
な
い
が
、
眉

尻
と
目
尻
を
下
げ
、
ほ
う
れ
い
線
を
あ
ら
わ
す
老
相
で
あ
る
点
や
頭
頂
に
貼
毛

を
ほ
ど
こ
す
点
な
ど
か
ら
太
孤
父
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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⑲
酔
胡
従
（
文
化
庁
蔵
）﹇
図
19�

1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
図
19�

2
〜
4
﹈

第
六

（
前
頭
部
）

□（後
一
）□

（
四
）

（
九
）

□

□
日

（
左
耳
部
）

八
人
で
一
組
を
構
成
し
た
酔
胡
従
の
面
で
、『
南
都
東
大
寺
伎
楽
之
面
写
』

お
よ
び
『
集
古
十
種
』
に
こ
の
面
と
み
ら
れ
る
図
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
東
大
寺
伝
来
と
わ
か
る
（
30
）。
面
裏
前
頭
部
の
「
第
六
」
の
墨
書
﹇
図
19�

2
﹈
は

（
九
）

八
人
の
な
か
で
の
順
番
を
し
め
す
も
の
だ
ろ
う
。
左
耳
部
の
「
□
日
」﹇
図
19�

（
後
一
）

4
﹈
は
大
仏
開
眼
会
の
年
月
日
の
一
部
が
残
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。「
□
□
」

﹇
図
19�

3
﹈
は
判
読
し
に
く
い
が
、「
後
一
」
と
す
れ
ば
作
者
は
基
永
師
で
正

倉
院
の
木
彫
第
三
七
号
の
酔
胡
従
面
と
同
じ
組
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
目
鼻
を

大
ぶ
り
に
あ
ら
わ
し
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
風
は
基
永
師
の
典
型
を
そ
な
え

て
い
る
。

面
裏
額
部
に
は
中
央
に
「
奈
良
博
覧
会
社
」、
そ
の
左
右
に
「
松
塚
楢
𠮷
」

「
伎
楽
面
」
と
墨
書
し
た
貼
紙
﹇
図
19�

5
﹈
が
あ
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

の
個
人
出
品
台
帳
に
よ
れ
ば
、「
伎
楽
面

鯉
口
」、
す
な
わ
ち
こ
の
酔
胡
従
面

を
ふ
く
む
松
塚
の
所
蔵
品
十
件
が
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
六
月
二
十
四
日

に
当
館
に
出
品
さ
れ
、
同
三
十
六
年
二
月
五
日
に
す
べ
て
返
還
さ
れ
た
（
31
）。
ま
た
、

原
三
溪
の
『
美
術
品
買
入
扣
』（
神
奈
川
・
三
溪
園
蔵
）
に
は
、
奈
良
法
隆
寺
西
門

前
町
の
古
美
術
商
・
今
村
甚
吉
（
？
〜
一
九
〇
七
）
か
ら
、
明
治
三
十
六
年
に

「
天
平
伎
楽
面
」
を
ふ
く
む
古
美
術
品
八
件
を
購
入
し
た
と
あ
り
（
32
）、
こ
の
八
件

は
す
べ
て
松
塚
の
所
蔵
品
と
重
な
る
（
33
）。

以
上
よ
り
、
こ
の
酔
胡
従
面
は
明
治
三
十
一
年
九
月
の
奈
良
博
覧
会
社
の
解

散
ま
で
は
同
社
の
管
理
下
に
あ
り
、
解
散
後
の
あ
る
時
期
に
松
塚
の
手
に
渡
っ

た
。
松
塚
は
明
治
三
十
四
年
に
当
館
に
出
品
し
た
が
、
同
三
十
六
年
に
手
元
に

引
き
取
り
、
こ
の
酔
胡
従
面
を
ふ
く
む
十
件
を
今
村
に
売
却
し
た
と
考
え
ら
れ
、

う
ち
八
件
を
三
溪
が
購
入
し
た
。
な
お
、
三
溪
は
昭
和
十
四
年
に
ベ
ル
リ
ン
で

開
催
さ
れ
た
「
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
」
に
個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）、
Ｍ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵
迦
楼
羅
な
ど
と
と
も
に
こ
の
酔
胡
従
面
を
出
品
し
た
が
、

同
年
夏
に
没
し
た
た
め
、
三
面
は
す
べ
て
瀬
津
伊
之
助
（
一
八
九
六
〜
一
九
六

九
）
に
引
き
継
が
れ
た
。

⑳
迦
楼
羅
（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）﹇
図
20�

1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
図
20�

2
・
20

�

3
﹈

網
封
蔵

華
厳

（
右
側
頭
部
）

上
□（牛
甘
）□

（
左
耳
部
）

面
裏
左
耳
部
に
「
上
□（牛
甘
）□

」
と
読
め
る
墨
書
﹇
図
20�

3
﹈
が
あ
り
、
正
倉

院
文
書
に
画
工
司
の
長
上
工
と
し
て
名
の
み
え
る
上
牛
甘
（
上
牛
養
・
上
村
主
牛

養
）
の
作
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
34
）。
右
側
頭
部
の
「
網
封
蔵

」「
華
厳

」

の
墨
書
﹇
図
20�

2
﹈
は
、
ギ
メ
東
洋
美
術
館
や
東
大
寺
の
迦
楼
羅
面
（
㉗
・

⑦
）
と
同
じ
く
、
平
安
時
代
に
華
厳
会
で
用
い
る
た
め
に
綱
封
蔵
か
ら
取
り
出

さ
れ
た
面
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
左
耳
部
の
墨
書
は
奈
良
時
代
の
制

作
当
初
の
銘
記
、
右
側
頭
部
の
墨
書
は
平
安
時
代
の
追
記
と
考
え
ら
れ
る
。
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㉑
迦
楼
羅
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
蔵
）﹇
図
21�

1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
図
21�

2
﹈

基
永
師
作

（
右
耳
部
）

鶏
冠
や
耳
の
特
徴
的
な
形
状
、
肉
垂
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
皺
の
表
現
な
ど
が

『
南
都
東
大
寺
伎
楽
之
面
写
』
お
よ
び
『
集
古
十
種
』
所
載
の
迦
楼
羅
面
と
一

致
す
る
こ
と
か
ら
、
東
大
寺
伝
来
と
確
か
め
ら
れ
る
。
墨
書
に
よ
り
基
永
師
の

作
と
わ
か
る
が
、「
前
二
」「
後
一
」
ど
ち
ら
の
組
の
面
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

銘
記
の
位
置
や
筆
法
は
、
東
大
寺
の
波
羅
門
（
⑫
）、
正
倉
院
の
呉
女
（
木
彫
第
一

七
号
）
お
よ
び
酔
胡
従
（
木
彫
第
一
八
号
）
と
共
通
す
る
。

㉒
力
士
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
蔵
）﹇
図
22�
1
﹈・
面
裏
墨
書
﹇
図
22�

2
﹈

東
大
寺

（
右
顎
部
）

真
充

（
右
頰
部
）

面
裏
右
顎
部
の
「
東
大
寺
」
の
墨
書
と
、
漆
塗
り
の
う
え
彩
色
を
ほ
ど
こ
す

仕
上
げ
法
か
ら
、
大
仏
開
眼
会
に
用
い
た
面
と
さ
れ
る
（
35
）。
右
頰
部
に
は
「

真
充
」
と
読
め
る
墨
書
が
あ
り
、
人
名
か
と
推
測
さ
れ
る
が
詳
細
は
明
ら
か
で

な
い
。
作
者
名
は
な
い
が
、
耳
珠
と
耳
朶
の
間
の
く
ぼ
み
（
珠
間
切
痕
）
を
細
長

く
あ
ら
わ
す
耳
の
彫
法
は
、
捨
目
師
の
特
色
を
し
め
す
。

こ
の
力
士
面
は
迦
楼
羅
面
（
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
蔵
）
と
と
も
に
、
か
つ

て
甘
露
寺
永
定
（
一
八
五
一
〜
九
二
）
の
所
蔵
だ
っ
た
（
36
）。
二
面
は
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
の
『
日
本
古
楽
面
目
録
』
や
同
十
八
年
の
『
日
本
仮
面
史
（
37
）』
に
「
甘
露
寺

（
マ
マ
）

定
永
氏
旧
蔵
」
と
あ
り
、『
日
本
仮
面
史
』
は
「
今
は
所
在
不
明
に
な
っ
て
い

る
」
と
す
る
が
、
す
く
な
く
と
も
迦
楼
羅
面
は
同
三
年
（
一
九
二
八
）
の
時
点
で

原
三
溪
が
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
38
）。
さ
ら
に
こ
の
迦
楼
羅
面
は
、
明
治
三

十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
三
溪
が
今
村
甚
吉
か
ら
購
入
し
た
「
天
平
木
彫
烏
天
狗

面
」（『
美
術
品
買
入
扣
』
所
載
）
に
あ
た
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う
と
す
れ
ば

甘
露
寺
（
明
治
二
十
五
年
〈
一
八
九
二
〉
没
）
の
も
と
を
あ
る
時
期
に
離
れ
、
今
村

の
手
に
渡
っ
た
の
だ
ろ
う
。
力
士
面
に
つ
い
て
は
明
徴
を
欠
く
が
、
迦
楼
羅
面

と
と
も
に
今
村
が
入
手
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
せ
よ
最
終
的
に
藤
田

傳
三
郎
（
一
八
四
一
〜
一
九
一
二
）
な
い
し
そ
の
子
息
の
有
に
帰
し
た
。

㉓
酔
胡
従
（
大
阪
・
藤
田
美
術
館
蔵
）﹇
図
23
﹈・
面
裏
朱
漆
書
﹇
口
絵
9
﹈

相
李
魚
成
作

東
大
寺

（
頭
頂
部
）

天
平（
勝
宝
カ
）四
年（
四
月
カ
）九
日

朱
漆
が
か
す
れ
て
一
部
判
読
の
難
し
い
箇
所
が
あ
る
も
の
の
、
銘
記
の
体
裁

や
内
容
が
相
李
魚
成
作
の
酔
胡
従
面
（
重
文
№
32
、『
大
観
』
№
29
）
と
共
通
す
る

こ
と
か
ら
、
大
仏
開
眼
会
所
用
の
面
で
同
人
の
作
と
考
え
ら
れ
る
。

㉔
童
子
（
ア
メ
リ
カ

ハ
ー
バ
ー
ド
美
術
館
蔵

1943.56.11

）﹇
図
24�

1
﹈・
面

裏
墨
書
﹇
図
24�

2
・
24�

3
﹈

（
二
）

前
□

天
平
（
勝
宝
四
年
カ
）
四（
月
九
カ
）日

（
左
側
頭
部
）
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（
二
）

「
前
□
」「
天
平
」
な
ど
の
墨
書
、
お
よ
び
眼
孔
を
刳
り
広
げ
て
い
る
点
か
ら

（
二
）

大
仏
開
眼
会
所
用
の
面
と
み
ら
れ
、「
前
□
」
の
二
字
目
が
「
二
」
と
す
れ
ば
基

永
師
、「
一
」
と
す
れ
ば
将
李
魚
成
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
作
者
に
つ
い
て
、

か
つ
て
は
財
福
師
に
あ
て
る
見
方
も
あ
っ
た
が
（
39
）、
そ
の
後
、
基
永
師
に
比
定
す

る
見
解
が
出
さ
れ
て
お
り
（
40
）、
耳
の
彫
法
か
ら
も
後
者
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

面
種
に
つ
い
て
岩
田
氏
の
研
究
（
41
）を
参
考
に
す
れ
ば
、
従
来
説
ど
お
り
太
孤
児
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

い
ま
こ
の
面
を
収
納
し
て
い
る
桐
箱
に
は
「
東
大
寺
／
清
凉
院
経
蔵
」
の
墨

書
が
あ
る
。
東
大
寺
を
離
れ
て
以
降
の
伝
来
は
不
詳
だ
が
、
あ
る
時
期
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
個
人
が
入
手
し
、
一
九
四
三
年
に
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
（
現
在
は
ハ

ー
バ
ー
ド
美
術
館
に
統
合
）
に
遺
贈
さ
れ
た
。

㉕
童
子
（
ア
メ
リ
カ

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
1949.158

）﹇
図
25�

1
﹈・

面
裏
墨
書
﹇
図
25�

2
﹈

二
年
三
月
修
補
□

（
儀
）
□
師
覚
仁

（
右
こ
め
か
み
部
）

覚
仁
の
名
を
は
じ
め
銘
記
の
内
容
が
ギ
メ
東
洋
美
術
館
お
よ
び
東
大
寺
の
迦

楼
羅
面
（
㉗
・
⑦
）
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
京
都
国
立
博
物
館
の
迦
楼
羅
面

（
⑳
）
も
ふ
く
め
永
暦
年
間
（
一
一
六
〇
〜
六
一
）
の
華
厳
会
の
際
に
綱
封
蔵
よ

り
取
り
出
さ
れ
た
面
と
の
推
定
が
あ
る
（
42
）。「

二
年
三
月
」
は
永
暦
二
年
の
可

能
性
が
た
し
か
に
あ
る
が
、
そ
の
下
の
文
字
が
「
修
補
」
と
判
読
で
き
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
年
紀
は
覚
仁
に
よ
る
本
面
の
修
理
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
墨
書
か
ら
は
本
面
が
先
述
の
迦
楼
羅
面
三
面
と
同
様
に
華
厳
会

の
た
め
に
綱
封
蔵
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
水
野
敬
三
郎
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
こ
ろ
覚
仁
は
東
大
寺
の
た
め
に
仮
面
や
仏
具
の
施

入
を
盛
ん
に
お
こ
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
（
43
）、
本
面
の
修
理
も
そ
う
し
た
事
業
の
一

環
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
作
者
名
は
確
認
で
き
な
い
が
、
特
徴
的
な
耳
の
彫
法
や

作
風
か
ら
延
均
師
の
作
と
推
定
さ
れ
、
面
種
は
太
孤
児
に
比
定
す
る
説
が
出
さ

れ
て
い
る
（
44
）。

東
大
寺
を
離
れ
て
以
降
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
奈
良
の
古
美
術
商
・
玉
井
久

次
郎
が
蔵
し
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
（
45
）、
一
九
四
九
年
六
月
十
四
日
に
ク
リ
ー

ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
が
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
リ
ス
（H

ow
ard

H
ollis,

一
八
九
九
〜
一
九

八
五
）
か
ら
購
入
す
る
以
前
の
所
蔵
者
は
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
面

を
「
原
家
旧
蔵
」
す
な
わ
ち
三
溪
の
旧
蔵
と
す
る
文
献
（
46
）が
あ
り
、
さ
ら
に
『
松

風
閣
蔵
品

書
画
彫
刻
』（
三
溪
園
蔵
）
の
「
仏
像
彫
刻
」
の
項
に
は
、「
伎
楽
面

＼＼＼四 六五
個
」
と
し
る
し
た
上
部
に
「
此
内
笑
面
一
個
／
昭
和
廿
四
年
二
月
／
ホ
リ
ス

□
□
／（
龍
泉
堂
／
仲
介
）
900
」
と
書
き
入
れ
が
あ
る
。
ホ
リ
ス
は
一
九
四
九
年

二
月
に
繭
山
龍
泉
堂
の
仲
介
で
三
溪
旧
蔵
の
「
笑
面
」
を
入
手
し
、
同
年
六
月

に
本
面
を
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
に
売
却
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本

面
が
三
溪
旧
蔵
の
「
笑
面
」
に
あ
た
る
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

㉖
金
剛
（
フ
ラ
ン
ス

ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵

EO
1540

）﹇
図
26�

1
﹈・
面
裏

墨
書
﹇
図
26�

2
﹈

師

（
額
部
）

フ
ラ
ン
ス
で
活
動
し
た
美
術
商
・
林
忠
正
（
一
八
五
六
〜
一
九
〇
六
）
が
蔵
し

た
面
で
、
彼
が
パ
リ
を
引
き
上
げ
る
際
に
お
こ
な
っ
た
売
立
の
目
録
（
47
）に
、
基
永

50

／鹿園雑集　２６号　２０２４／２６号縦組／東大寺伝来伎楽面 2024.03.21 10.25.26 Page 50



師
作
と
み
ら
れ
る
童
子
面
（
ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵

EO
604

）
な
ど
と
と
も
に
掲

載
さ
れ
る
。
一
九
〇
三
年
に
パ
リ
の
個
人
の
手
に
渡
り
、
の
ち
に
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
に
入
り
、
一
九
四
五
年
に
ギ
メ
東
洋
美
術
館
に
移
管
さ
れ
た
。

作
風
や
耳
の
彫
法
が
延
均
師
の
特
色
を
し
め
す
こ
と
を
水
野
敬
三
郎
氏
が
指

摘
し
て
お
り
（
48
）、
こ
の
た
び
面
裏
額
部
に
「

師
」
の
墨
書
が
見
出
さ
れ
た
。

も
と
は
「
延
均
師
」
と
し
る
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
東
大
寺

に
は
、
こ
の
面
と
表
面
彩
色
や
耳
の
彫
法
を
同
じ
く
す
る
左
側
頭
部
の
断
片

（
重
文
№
35
、『
大
観
』
№
31
）
が
存
す
る
が
、
損
傷
い
ち
じ
る
し
く
、
ま
た
現
状

で
開
口
す
る
よ
う
に
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、
対
を
な
す
力
士
の
も
の
か
は
な
お

検
討
を
要
す
る
。

㉗
迦
楼
羅
（
フ
ラ
ン
ス

ギ
メ
東
洋
美
術
館
蔵

EO
643

）﹇
図
27�

1
﹈・
面
裏

墨
書
﹇
図
27�

2
〜
5
﹈

東
大
寺（
延
カ
）
□

勝
宝
□
（
四
年
カ
）

□

（
額
部
）

後
二

（
四
）

綱
封
蔵

十
□
枚
取
出
之

花
厳
会

（
修
カ
）
□
補
之

（
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
）

永
暦
元（
年
カ
）
□
三
月
日

師
覚
仁

一
九
〇
四
年
に
パ
リ
の
個
人
が
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
寄
贈
し
、
一
九
四
五
年

に
金
剛
面
（
㉖
）
な
ど
と
と
も
に
ギ
メ
東
洋
美
術
館
に
移
管
さ
れ
た
。
確
証
こ

そ
な
い
も
の
の
、
こ
の
面
も
金
剛
面
な
ど
と
同
様
、
個
人
が
入
手
す
る
以
前
は

林
が
介
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
49
）。

筆
者
は
面
裏
に
展
示
用
の
金
具
が
取
り
つ
け
ら
れ
た
状
態
で
調
査
し
た
た
め

墨
書
の
一
部
は
未
確
認
だ
が
、
水
野
敬
三
郎
氏
の
報
告
（
50
）お
よ
び
同
氏
所
蔵
の
ポ

ジ
フ
ィ
ル
ム
も
参
照
し
つ
つ
翻
刻
す
れ
ば
右
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

額
部
の
「
東
大
寺
」「
後
二
」
の
墨
書
﹇
図
27�

2
﹈
に
く
わ
え
、
特
徴
的
な

耳
の
彫
法
か
ら
、
大
仏
開
眼
会
の
た
め
に
延
均
師
が
制
作
し
た
と
推
定
さ
れ
る

こ
と
は
水
野
氏
の
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
た
び
面
裏
額
部
に
開
眼
会
の

（
四
年
カ
）

年
月
日
の
一
部
と
み
ら
れ
る
「
勝
宝
□
□
」
の
墨
書
﹇
図
27�

3
﹈
が
見
出
さ
れ

た
。
左
側
頭
部
か
ら
頰
に
か
け
て
の
部
分
に
は
四
行
ほ
ど
の
墨
書
﹇
図
27�

4
﹈

が
あ
る
。
す
で
に
判
読
さ
れ
て
い
た
文
字
の
ほ
か
、
一
行
目
に
は
綱
封
蔵
か
ら

（
四
）

取
り
出
し
た
面
の
数
を
指
す
と
み
ら
れ
る
「
十
□
」、
二
行
目
に
は
花
厳
会
に

（
修
カ
）

際
し
て
面
を
修
理
し
た
こ
と
を
指
す
か
と
み
ら
れ
る
「
□
補
」、
三
行
目
に
は

（
年
カ
）

「
永
暦
元
」
の
下
に
「
□
」
を
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
見
出
し
た
。
四
行
目
の
「
覚

仁
」
の
上
は
「
師
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
東
大
寺
の
迦
楼
羅
面
（
⑦
）
や
ク
リ

ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
童
子
面
（
㉕
）
の
墨
書
を
参
照
す
れ
ば
、「
上
座
威
儀

師
」
と
書
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

㉘
童
子
（
イ
ギ
リ
ス

大
英
博
物
館
蔵

1954,1021.1

）﹇
図
28�

1
﹈・
面
裏
墨

書
﹇
図
28�

2
﹈

捨
目
師
作

（
左
耳
部
）

か
つ
て
基
永
師
の
作
風
に
似
て
い
る
と
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
（
51
）、
面
裏
墨
書

の
内
容
に
く
わ
え
て
東
大
寺
所
蔵
の
捨
目
師
作
の
面
（
③
・
④
・
⑥
）
と
墨
書
の

51 ���� 26 (2024)
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位
置
お
よ
び
筆
法
が
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、
同
人
の
作
と
確
か
め
ら
れ
る
（
52
）。
大

英
博
物
館
が
ハ
ワ
ー
ド
・
ホ
リ
ス
か
ら
こ
の
面
を
購
入
し
、
一
九
五
四
年
十
月

二
十
一
日
に
受
け
入
れ
た
際
の
登
録
簿
（
同
館
蔵
）
に
は
、
法
隆
寺
伝
来
と
す
る

な
ど
の
事
実
誤
認
が
あ
る
も
の
の
、
原
三
溪
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
（
53
）。

捨
目
師
作
の
童
子
面
三
面
（
③
・
④
・
㉘
）
の
う
ち
、
本
面
と
東
大
寺
面
の
一

方
（
③
）
は
肉
身
色
が
相
違
し
、
後
者
は
眼
孔
を
刳
り
広
げ
て
い
る
た
め
一
見

す
る
と
印
象
が
異
な
る
が
、
作
風
や
耳
の
彫
法
が
似
通
い
、
耳
朶
に
小
孔
を
穿

つ
点
も
共
通
す
る
。
私
見
で
は
、
③
の
面
の
表
面
彩
色
に
つ
い
て
後
補
で
な
い

と
は
い
い
き
れ
ず
、
か
り
に
後
補
と
す
れ
ば
本
面
と
③
の
面
は
元
来
一
対
で
、

面
種
は
師
子
児
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
（
54
）。

二
、
春
日
人
万
呂

個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）
の
銘
記
に
よ
り
春
日
人
万
呂
と
い
う
作
者
の
存
在
が

知
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
東
大
寺
所
蔵
の
迦
楼
羅
（
⑦
）
と
崑
崙
（
⑨
）
に
つ
い
て

も
銘
記
の
解
読
を
進
め
、
同
人
の
作
と
推
定
す
る
に
い
た
っ
た
。
筆
者
の
調
べ

が
及
ん
だ
か
ぎ
り
で
は
、
従
来
東
大
寺
お
よ
び
正
倉
院
の
伎
楽
面
に
春
日
人
万

呂
の
名
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
そ
の
名
は
正
倉
院
文
書
中
に
も
み
え

る
が
（
55
）、
内
容
か
ら
す
れ
ば
写
経
所
の
経
生
（
経
文
の
筆
写
を
担
当
）
の
よ
う
で
あ

り
、
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
伎
楽
面
の
作
者
と
は
お
そ
ら
く
別
人
で
あ
ろ
う
。

春
日
人
万
呂
作
あ
る
い
は
そ
う
と
推
定
さ
れ
る
面
の
銘
記
を
通
覧
す
る
と
、

「
天
平
勝
宝
四
年
四
月
九
日
」
の
年
月
日
は
な
く
、
正
倉
院
に
伝
わ
る
面
袋
に

も
そ
の
名
を
し
る
す
も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
大
仏
開
眼
会
用
の
伎
楽

面
の
作
者
で
あ
る
明
徴
を
欠
く
。
た
だ
し
、
銘
記
の
表
記
法
に
注
目
す
る
と
、

そ
も
そ
も
「
東
大
寺
」
を
冠
す
る
銘
記
は
将
李
魚
成
・
基
永
師
・
延
均
師
・
財

福
師
、
す
な
わ
ち
開
眼
会
用
の
面
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
「
東
大
寺
」

の
下
に
少
し
小
さ
い
文
字
で
二
行
に
わ
た
っ
て
作
者
名
を
し
る
す
や
り
方
は
基

永
師
お
よ
び
財
福
師
の
面
と
共
通
す
る
。

春
日
人
万
呂
の
作
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）
か
ら
彼
の

作
風
を
う
か
が
え
ば
、
ま
る
み
の
あ
る
皺
を
刻
み
、
眉
目
を
下
げ
た
老
相
は
、

身
寄
り
の
な
い
哀
れ
な
老
人
と
い
う
役
柄
の
太
孤
父
の
イ
メ
ー
ジ
を
巧
妙
に
表

現
し
て
お
り
、
堅
実
な
で
き
ば
え
を
し
め
し
て
い
る
。
の
ち
に
も
触
れ
る
よ
う

に
耳
輪
が
太
く
、
対
耳
輪
の
下
方
が
耳
輪
に
接
す
る
耳
の
彫
法
に
は
生
硬
な
感

も
あ
る
が
、
東
大
寺
や
正
倉
院
に
伝
わ
る
地
方
か
ら
貢
進
さ
れ
た
面
と
比
べ
れ

ば
、
人
万
呂
作
面
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
た
作
行
を
み
せ
て
い
る
。
人
万
呂
作
と
推

定
し
た
面
の
う
ち
、
崑
崙
（
⑨
）
は
い
く
ぶ
ん
粗
放
な
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、

迦
楼
羅
（
⑦
）
は
ま
と
ま
り
の
よ
い
作
風
を
し
め
し
て
お
り
、
基
永
師
や
延
均

師
の
迦
楼
羅
面
（
㉑
・
㉗
）
と
比
べ
て
も
見
劣
り
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な

お
、
表
面
に
黒
色
の
漆
下
地
を
ほ
ど
こ
す
仕
上
げ
法
は
開
眼
会
用
の
面
に
固
有

の
も
の
と
の
指
摘
が
あ
り
（
56
）、
人
万
呂
作
の
三
面
に
も
こ
の
仕
上
げ
が
用
い
ら
れ

る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
も
開
眼
会
の
面
を
制
作
し
た
作
者
の
ひ
と
り
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

成
瀬
正
和
氏
は
毛
利
久
氏
ほ
か
の
指
摘
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、「「
財
福
師
」

あ
る
い
は
「
捨
目
師
」
の
墨
書
銘
を
有
す
る
木
彫
の
伎
楽
面
は
、
こ
れ
ら
四
セ

ッ
ト
（
将
李
魚
成
担
当
の
「
前
一
」、
基
永
師
担
当
の
「
前
二
」「
後
一
」、
延
均
師
担
当

の
「
後
二
」：

筆
者
注
）
に
補
完
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て

い
る
（
57
）。
春
日
人
万
呂
作
面
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
ま
ず
同
様
に
と
ら
え
て
お
き
た

い
。東

大
寺
所
蔵
の
伎
楽
面
、
お
よ
び
近
代
に
同
寺
を
離
れ
た
面
に
春
日
人
万
呂

52
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の
作
あ
る
い
は
そ
う
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
正

倉
院
に
も
彼
の
手
に
な
る
面
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
正
倉
院

の
面
の
う
ち
、
銘
記
に
「
東
大
寺
」
を
冠
し
、
そ
の
下
に
小
文
字
で
二
行
に
わ

た
り
作
者
名
を
し
る
す
逸
名
の
も
の
と
し
て
、
木
彫
第
三
九
号
と
第
四
〇
号
の

酔
胡
従
﹇
図
29
・
30�

1
﹈
が
あ
る
。『
正
倉
院
の
伎
楽
面
』
お
よ
び
『
正
倉
院

宝
物
』
掲
載
の
写
真
を
参
照
す
れ
ば
、
第
三
九
号
と
個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）
は
額

部
の
「
左
」
の
墨
書
が
共
通
し
、
耳
輪
が
太
く
、
対
耳
輪
の
下
方
が
耳
輪
に
接

し
、
耳
朶
を
彫
り
く
ぼ
め
る
耳
の
彫
法
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
作
風

は
や
や
異
な
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
春
日
人
万
呂
作
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
今

後
制
作
技
法
も
ふ
ま
え
て
の
検
討
を
要
し
よ
う
。
第
四
〇
号
は
い
く
ぶ
ん
洗
練

味
を
欠
く
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
み
え
、
個
人
蔵
太
孤
父
（
①
）
と
は
作
風
お

よ
び
耳
の
彫
法
が
相
違
す
る
こ
と
か
ら
春
日
人
万
呂
と
は
別
人
の
作
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
墨
書
の
う
ち
「
東
大
寺
」﹇
図
30�

2
﹈
の
筆
法
が
個
人
蔵
太
孤
父
と

よ
く
似
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
が
た
く
、
あ
る
い
は
春
日
人
万
呂
と
と
も
に
大

仏
開
眼
会
の
た
め
の
面
を
制
作
し
た
逸
名
作
者
の
も
の
か
と
も
推
測
さ
れ
る
。

む
す
び
に
か
え
て
―
崑
崙
・
迦
楼
羅
の
作
者
比
定
―

か
つ
て
成
瀬
正
和
氏
は
、
石
田
茂
作
氏
や
毛
利
久
氏
の
研
究
を
ふ
ま
え
て
正

倉
院
の
伎
楽
面
の
様
式
分
類
、
す
な
わ
ち
作
者
や
役
柄
の
比
定
を
お
こ
な
っ
た
（
58
）。

成
瀬
氏
の
丹
念
な
作
業
に
も
と
づ
く
分
類
は
現
在
に
お
い
て
も
伎
楽
面
研
究
の

基
礎
を
な
し
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
氏
は
論

考
の
末
尾
に
お
い
て
今
後
の
研
究
課
題
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
に
崑
崙
や
迦
楼
羅
の
作
者
比
定
が
あ
り
、
両
面
は
獣
耳
の
た
め
作

者
の
個
性
が
あ
ら
わ
れ
る
耳
の
彫
法
か
ら
の
検
討
が
困
難
と
さ
れ
て
い
た
。

本
稿
で
東
大
寺
所
蔵
の
伎
楽
面
、
お
よ
び
近
代
に
同
寺
を
離
れ
た
面
の
銘
記

の
解
読
を
試
み
た
こ
と
に
よ
り
、
崑
崙
・
迦
楼
羅
両
面
の
作
者
比
定
が
少
し
進

展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
崑
崙
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
延
均

師
（
59
）﹇
図
31
﹈
に
く
わ
え
て
基
永
師
（
⑩
）
と
春
日
人
万
呂
（
⑨
）
の
面
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
、
迦
楼
羅
は
既
知
の
基
永
師
（
㉑
）・
延
均
師
（
㉗
）・
上
牛
甘
（
⑳
）

に
く
わ
え
て
春
日
人
万
呂
（
⑦
）
の
面
を
確
認
し
た
。

崑
崙
・
迦
楼
羅
と
も
に
当
代
随
一
の
伎
楽
面
作
家
で
あ
る
将
李
魚
成
の
作
品

は
い
ま
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
崑
崙
に
つ
い
て
は
同
人
の
作
と
の

推
定
が
あ
る
面
が
二
面
存
す
る
。
ひ
と
つ
は
面
裏
額
部
に
「
東
大
□
□
」
の
墨
書

が
あ
る
東
大
寺
所
蔵
の
面
（
⑧
）
で
、
隙
の
な
い
彫
技
を
み
せ
る
抜
群
の
で
き

ば
え
か
ら
魚
成
作
と
目
さ
れ
て
き
た
（
60
）。
面
裏
の
額
部
に
「
東
大
寺
」
の
墨
書
を

冠
す
る
面
が
将
李
魚
成
・
基
永
師
・
延
均
師
・
財
福
師
、
す
な
わ
ち
大
仏
開
眼

会
用
の
も
の
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
こ
と
や
、
⑧
面
の
作
風
が
基
永
師
・
延
均
師
の

ど
ち
ら
と
も
異
な
る
こ
と
は
、
消
去
法
な
が
ら
魚
成
作
と
み
な
す
従
来
説
を
補

強
す
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
い
ま
銘
記
に
よ
り
魚
成
作
と
判
明
し
て
い
る

面
は
、
耳
朶
に
小
孔
を
穿
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
61
）、
⑧
面
の
耳
朶
に
孔
が

な
い
点
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
、
東
大
寺
所
蔵
の
破
損
し
た
面
（
重
文
№
13
、『
大
観
』
№
15
）

﹇
図
32
﹈
で
あ
る
。
面
裏
の
朽
損
が
い
ち
じ
る
し
く
、
墨
書
は
見
当
た
ら
な
い
。

魚
成
作
と
さ
れ
た
根
拠
は
先
に
触
れ
た
耳
朶
の
小
孔
だ
が
（
62
）、
仮
に
⑧
面
が
魚
成

作
と
す
れ
ば
作
風
の
異
な
る
こ
の
破
損
面
は
別
人
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

東
大
寺
と
正
倉
院
の
伎
楽
面
を
通
覧
す
る
と
、
魚
成
以
外
に
捨
目
師
の
面
も
耳

朶
に
小
孔
を
穿
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
（
63
）。
今
後
、
作
風
を
ふ

ま
え
て
捨
目
師
作
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
東
大
寺
に
は
崑
崙
と
み
ら
れ
る
破
損
し
た
面
が
も
う
一
面
（
重
文
№
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9
、『
大
観
』
№
10
）﹇
図
33
﹈
存
す
る
。
ほ
か
の
役
柄
の
面
に
比
し
て
ひ
と
ま
わ

り
大
き
い
点
や
上
歯
牙
を
あ
ら
わ
す
点
か
ら
、
獣
耳
で
は
な
い
も
の
の
崑
崙
と

み
な
し
う
る
（
64
）。
い
ま
左
方
を
大
き
く
欠
失
し
、
面
裏
は
朽
損
す
る
が
、
眼
孔
が

貫
通
し
な
い
の
は
未
使
用
で
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
面
裏
に
墨
書
等
は

見
当
た
ら
ず
作
者
を
特
定
で
き
な
い
が
、
眉
間
に
ま
る
い
瘤
を
あ
ら
わ
し
、
そ

の
瘤
に
沿
っ
て
Ω
字
状
に
両
眉
が
つ
な
が
る
特
徴
的
な
表
現
は
延
均
師
の
一
連

の
作
品
と
共
通
す
る
。
右
耳
の
上
・
下
脚
と
も
に
斜
め
前
方
を
向
く
対
耳
輪
の

形
状
や
、
上
脚
の
基
部
が
耳
輪
に
接
す
る
な
ど
の
特
徴
は
、
延
均
師
の
典
型

（
上
脚
が
後
方
に
向
か
っ
て
長
い
弧
を
描
く
）
と
は
異
な
る
一
方
、
成
瀬
氏
が

開
眼
会
に
使
用
さ
れ
た
面
で
は
な
く
、
制
作
時
期
が
異
な
る
と
指
摘
し
た
「
延

均
師
」
銘
の
面
（
正
倉
院
の
木
彫
第
二
二
号
の
波
羅
門
お
よ
び
第
九
二
号
の
酔
胡
従
）

と
類
似
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
同
人
の
作
か
と
推
測
さ
れ
る
。

迦
楼
羅
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
所
蔵
の
面
﹇
図
34
﹈
に
触

れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
面
は
伝
来
不
詳
だ
が
、
面
裏
の
「
東
大
寺
」
銘
か
ら
開

眼
会
所
用
と
み
ら
れ
る
力
士
面
（
㉒
）
と
と
も
に
、
明
治
時
代
前
半
ご
ろ
に
は

甘
露
寺
永
定
が
蔵
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
の
面
も
東
大
寺
伝
来
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
黒
漆
地
の
上
に
彩
色
を

ほ
ど
こ
す
表
面
仕
上
げ
も
開
眼
会
所
用
の
面
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。

基
永
師
・
延
均
師
・
上
牛
甘
・
春
日
人
万
呂
の
迦
楼
羅
面
と
の
比
較
か
ら
、

Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
の
面
の
作
者
は
こ
の
四
人
以
外
に
し
ぼ
ら
れ
、
や

は
り
消
去
法
で
は
あ
る
も
の
の
将
李
魚
成
・
財
福
師
・
捨
目
師
な
ど
が
候
補
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
上
向
き
に
伸
び
た
嘴
の
緊
張
感
あ
る
表
現
や
、
装
飾
的
か

つ
流
麗
に
広
が
る
肉
垂
の
表
現
は
、
い
ま
東
大
寺
や
正
倉
院
に
伝
わ
る
迦
楼
羅

面
と
比
べ
て
も
出
色
と
思
わ
れ
る
が
、
魚
成
作
と
す
る
に
は
決
め
手
を
欠
い
て

い
る
。
ま
た
、
面
裏
左
耳
部
に
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
こ
と
か
ら
捨
目
師
の
作

か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
現
時
点
で
作
者
の
比
定
に
は
い
た
ら
な
い
。

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）
奈
良
国
立
博
物
館
へ
の
寄
託
は
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
る
奈
良
時
代
の
三

十
面
（
木
造
二
十
九
面
・
乾
漆
造
一
面
）
の
う
ち
十
八
面
（
木
造
十
七
面
・
乾
漆

造
一
面
）
と
、
同
じ
く
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
二
面
（
木
造
）

の
う
ち
一
面
で
あ
る
。

（
2
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
正
倉
院
御
物
図
録
』
一
七
・
一
八
、
一
九
五
三
年
一
月
・

一
九
五
五
年
一
月
。

（
3
）
石
田
茂
作
『
正
倉
院
伎
楽
面
の
研
究
』
美
術
出
版
社
、
一
九
五
五
年
十
一
月
。

（
4
）
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の
伎
楽
面
』
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
三
月
。

（
5
）
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
』
七

南
倉
Ⅰ
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
五
年

三
月
。

（
6
）
帝
室
博
物
館
編
『
日
本
古
楽
面
目
録
』
一
九
三
五
年
六
月
。

（
7
）
岡
直
己
「
東
大
寺
伎
楽
面
考
」『
大
和
文
化
研
究
』
七�

三
、
一
九
六
二
年
三
月
。

（
8
）
毛
利
久
「
伎
楽
面
」『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
東
大
寺
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八

年
八
月
。

（
9
）
酔
胡
従
（
重
文
№
6
、『
大
観
』
№
3
）、
力
士
（
重
文
№
14
、『
大
観
』
№
16
）、

力
士
（
重
文
№
15
、『
大
観
』
№
17
）、
太
孤
父
（
重
文
№
18
、『
大
観
』
№
20
）、

太
孤
父
（
重
文
№
19
、『
大
観
』
№
21
）、
酔
胡
従
（
重
文
№
22
、『
大
観
』
№
1
）

（
10
）
滋
賀
・
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
所
蔵
の
迦
楼
羅
面
﹇
図
34
﹈
に
附
属
す
る
資
料

で
、『
南
都
東
大
寺
舞
楽
之
面
写
』『
南
都
法
隆
寺
伎
楽
之
面
写
』
と
と
も
に
三

冊
か
ら
な
る
。
表
紙
に
「
住
吉
絵
所
」
の
墨
書
、
見
返
し
に
住
吉
家
伝
来
の
文
書
・

典
籍
に
捺
さ
れ
る
「
住
之
江
文
庫
」
の
長
方
印
が
あ
る
。『
南
都
東
大
寺
伎
楽
之

面
写
』
は
『
集
古
十
種
』
の
東
大
寺
伎
楽
面
図
と
お
お
む
ね
同
内
容
だ
が
、
一
部

『
集
古
十
種
』
に
未
収
録
の
図
や
部
分
図
を
収
載
す
る
な
ど
貴
重
な
情
報
を
多
く

ふ
く
ん
で
い
る
。

（
11
）
こ
の
こ
と
は
『
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
』（
一
九
三
八
年
九
月
）
に
よ

っ
て
知
ら
れ
、
翌
年
刊
行
さ
れ
た
『
伯
林
日
本
古
美
術
展
覧
会
記
念
図
録
』（
一
九

三
九
年
十
二
月
）
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
四
月
に
三
溪
園
内
苑
の
完
成
を
記
念
し
て
開
催
し
た

（
マ
マ
）

大
師
会
で
、
三
溪
は
第
二
席
に
古
画
古
仏
の
展
観
室
を
設
け
、「
技
楽
面
（
十
面
）」

54
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を
出
品
し
て
い
る
（『
大
師
会
会
記
』）。
近
代
に
お
け
る
伎
楽
面
の
一
大
コ
レ
ク

タ
ー
だ
っ
た
三
溪
が
蔵
し
た
面
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
と
、
ベ
ル
リ
ン
に
出
品

し
た
四
面
の
ほ
か
、
後
述
の
大
英
博
物
館
童
子
面
（
㉘
）
が
三
溪
旧
蔵
と
知
ら
れ
、

ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
童
子
面
（
㉕
）
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、『
南
都

東
大
寺
伎
楽
之
面
写
』
に
は
、
①
・
⑲
と
と
も
に
酔
胡
従
（
奈
良
・
天
理
参
考
館

蔵
）
お
よ
び
太
孤
父
と
目
さ
れ
る
老
相
面
（
現
所
在
不
明
）﹇
図
35
﹈、
舞
楽
面
の

胡
徳
楽
瓶
子
取
と
さ
れ
る
面
（
個
人
蔵
）
の
図
に
「
三
溪
所
蔵
」
と
朱
に
よ
る
加

筆
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
老
相
面
に
つ
い
て
は
『
朝
吹
氏
野
崎
氏
蔵
品
入
札
』（
売
立

終
了
日：

大
正
九
年
〈
一
九
二
〇
〉
四
月
二
十
二
日
）
に
、
金
剛
面
（
文
化
庁
蔵
）

お
よ
び
先
述
の
胡
徳
楽
瓶
子
取
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
る
面
﹇
図
36
﹈
と
み
ら
れ
、

三
溪
以
前
は
朝
吹
英
二
（
一
八
四
九
〜
一
九
一
八
）
な
い
し
野
崎
幻
庵
（
一
八
五

九
〜
一
九
四
一
）
の
所
蔵
だ
っ
た
。
売
立
目
録
掲
載
の
写
真
を
み
る
か
ぎ
り
、
作

風
や
耳
の
彫
法
は
財
福
師
の
も
の
に
近
い
。
な
お
、
三
溪
は
朝
吹
・
野
崎
両
氏
の

売
立
と
同
年
に
「
天
平
面
伎
楽
面
」
を
購
入
し
た
が
（『
美
術
品
買
入
覚
』
三
溪
園

蔵
〈
以
下
、『
買
入
覚
』〉）、『
買
入
覚
』
の
記
載
順
か
ら
推
せ
ば
購
入
は
四
月
二
十

二
日
以
前
の
よ
う
で
あ
り
、『
当
市
某
家
所
蔵
品
入
札
』（
売
立
終
了
日：

三
月
三

日
）
に
掲
載
さ
れ
る
建
久
七
年
銘
の
力
士
面
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
翌
年
、
三
溪
は
玉
井
（
久
次
郎
）
よ
り
「
伎
楽
面
乾
漆
共三
面
」
を
購
入
す
る
が

（『
買
入
覚
』）、
文
化
庁
所
蔵
の
金
剛
面
が
乾
漆
造
で
あ
る
こ
と
や
、
個
人
蔵
の
胡

徳
楽
瓶
子
取
が
『
南
都
東
大
寺
伎
楽
之
面
写
』
に
お
い
て
伎
楽
面
に
分
類
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
朝
吹
・
野
崎
両
氏
売
立
の
三
面
は
三
溪
が
大
正
十
年
に
購
入
し

た
「
伎
楽
面
乾
漆
共三
面
」
に
あ
た
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
と
す
れ
ば
文
化
庁
所
蔵

の
金
剛
面
も
三
溪
旧
蔵
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
12
）
瀬
津
雅
陶
堂
編
『
南
都
』（
二
〇
一
七
年
十
月
）
に
簡
潔
な
解
説
が
載
る
。

（
13
）
山
口
隆
介
「
イ
ギ
リ
ス
王
室
所
有
（
ロ
イ
ヤ
ル
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
保

管
）
の
文
化
財
写
真
―
奈
良
博
覧
会
・
奈
良
博
覧
会
社
関
係
資
料
の
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
―
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
重
要
文
化
財
法
隆
寺
金
堂
壁
画
写
真
ガ
ラ
ス

原
板
―
文
化
財
写
真
の
軌
跡
―
』〈
特
別
陳
列
図
録
〉
二
〇
一
九
年
十
二
月
。

（
14
）
此
古
面
ハ
天
平
年
間
之
作
ニ
シ
テ
従
来
大
仏
殿

内
博
覧
会
場
ニ
陳
列
ア
リ
シ
ヲ
明
治
三
十
一
年

九
月
解
散
ニ
付
絹
谷
幸
二
購
求
致
シ

将
来
所
蔵
ス
ル
者
也

明
治
三
十
一
年
十
一
月
一
日
記

絹
谷
蔵

（
15
）
岩
田
茂
樹
「
延
均
師
作
の
童
子
面
を
め
ぐ
っ
て
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
第
七
十

二
回
正
倉
院
展
』〈
特
別
展
図
録
〉
二
〇
二
〇
年
十
月
。

（
16
）
前
掲
注
15
岩
田
論
文
。

（
17
）
前
掲
注
15
岩
田
論
文
。

（
18
）
水
野
敬
三
郎
「
ギ
メ
美
術
館
の
日
本
仏
教
彫
刻
」『
出
光
美
術
館
館
報
』
九
七
、
一

九
九
六
年
十
二
月
。

（
大
）

（
19
）
個
人
蔵
酔
胡
従
（
②
）
は
「
東
□
寺
基
永
師
作
」、
東
大
寺
蔵
酔
胡
従
（
⑮
）
は

（
師
カ
）

「
東
大
寺

□
」
の
墨
書
が
い
ず
れ
も
右
側
頭
部
に
あ
る
。

（
20
）
前
掲
注
7
岡
論
文
。

（
21
）
上
原
昭
一
『
伎
楽
面
』〈
日
本
の
美
術
二
三
三
〉
至
文
堂
、
一
九
八
五
年
十
月
。

（
22
）
前
掲
注
18
水
野
論
文
。

（
23
）
前
掲
注
6
書
お
よ
び
注
7
論
文
。

（
24
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
東
大
寺
の
伎
楽
面
』〈
特
別
陳
列
図
録
〉
一
九
七
七
年
十
一

月
。

（
25
）
前
掲
注
7
岡
論
文
。

（
26
）
前
掲
注
7
岡
論
文
お
よ
び
注
21
上
原
書
。

（
27
）
成
瀬
正
和
「
正
倉
院
伎
楽
面
の
分
類
的
研
究
」『
正
倉
院
紀
要
』
一
九
、
一
九
九
七

年
三
月
。

（
28
）
前
掲
注
7
岡
論
文
お
よ
び
注
27
成
瀬
論
文
。

（
29
）
前
掲
注
6
書
。
注
4
・
8
書
も
ハ
コ
に
入
れ
て
同
様
に
翻
刻
す
る
。

（
30
）
「
木
造
伎
楽
面

文
化
庁
」『
月
刊
文
化
財
』
六
〇
九
、
二
〇
一
四
年
六
月
。

（
31
）
明
治
三
十
五
年
発
行
の
『
奈
良
帝
室
博
物
館
列
品
第
一
回
目
録
』
に
も
松
塚
の
出

品
と
し
て
「
伎
楽
面

木
造
彩
色

作
者
未
詳

一
面
」
の
記
載
が
あ
る
。

（
32
）
『
美
術
品
買
入
扣
』
お
よ
び
『
美
術
品
買
入
覚
』
の
内
容
確
認
に
際
し
て
は
、
三

溪
園
所
蔵
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
と
も
に
左
記
の
文
献
を
参
照
し
た
。

齋
藤
清
『
原
三
溪
美
術
品
買
入
覚
』
二
〇
二
三
年
四
月
。

（
33
）
樋
笠
逸
人
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
34
）
「
木
造
伎
楽
面

上
牛
甘
作

京
都
国
立
博
物
館
」『
月
刊
文
化
財
』
六
三
三
、
二

〇
一
六
年
六
月
。

（
35
）
「
木
造
伎
楽
面

藤
田
美
術
館
」『
月
刊
文
化
財
』
六
二
一
、
二
〇
一
五
年
六
月
。

（
36
）
前
掲
注
6
書
。
ほ
か
に
、
い
ま
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
小
川
一
真
（
一
八
六
〇

〜
一
九
二
九
）
撮
影
の
写
真
帖
「
人
民
之
部
庚
」
の
な
か
に
も
、
甘
露
寺
所
蔵
時

の
二
面
の
台
紙
貼
写
真
が
存
す
る
。

（
37
）
野
間
清
六
『
日
本
仮
面
史
』
芸
文
書
院
、
一
九
四
三
年
九
月
（
一
九
七
八
年
十
一
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月
に
東
洋
書
院
が
複
製
を
出
版
）。

（
38
）
推
古
会
編
『
推
古
会
図
録
』〈
第
六
輯
霊
鳥
〉
一
九
二
八
年
五
月
。

（
39
）
上
原
昭
一
「
伎
楽
面
（
太
孤
児
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
付
属
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
蔵
」

倉
田
文
作
責
任
編
集
『
在
外
日
本
の
至
宝
』
八
彫
刻
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
〇

年
七
月
。

（
40
）“Gigaku

M
ask,”

in
K
ristin

A
.M
ortim

er
and

W
illiam

G.K
lingelhofer,

eds.,H
arvard

U
niversity

A
rt

M
useum

s:
A

G
uide

to
the

C
ollections

(N
ew

Y
ork:Cross

River
Press,Ltd.,1985),46.

（
41
）
前
掲
注
15
岩
田
論
文
。
同
「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
と
綱
敷
天
満
宮
の
伎
楽
面

―
補
遺
と
訂
正
―
」『
鹿
園
雑
集
』
二
三
、
二
〇
二
一
年
三
月
。

（
42
）
岩
田
茂
樹
「
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
木
造
伎
楽
面
―
そ
の
作
者
な
ら
び
に
銘

記
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
八
四
、
二
〇
二
〇
年
二
月
。

（
43
）
前
掲
注
18
水
野
論
文
。

（
44
）
前
掲
注
41
『
鹿
園
雑
集
』
お
よ
び
注
42
岩
田
論
文
。

（
45
）
い
ま
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
で
工
藤
利
三
郎
（
一
八
四
八
〜
一
九
二
九
）
撮
影
の

写
真
帖
「
社
寺
建
築
写
真
帖
」
の
な
か
に
「
仏
像
仏
具
及
面
」
と
題
す
る
写
真
が

あ
り
、
十
点
ほ
ど
の
古
美
術
品
と
と
も
に
本
面
が
写
る
。
写
真
の
な
か
の
銅
造
観

音
菩
薩
像
二
軀
の
う
ち
一
軀
は
、
推
古
会
編
『
推
古
会
図
録
』〈
第
四
回
金
銅
仏
〉

（
一
九
二
六
年
十
一
月
）
に
「
銅
観
音
立
像

玉
井
久
次
郎
氏
蔵
」
と
あ
り
、
同

氏
の
所
蔵
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
46
）
繭
山
順
吉
編
『
欧
米
蒐
蔵
日
本
美
術
図
録
』
繭
山
龍
泉
堂
、
一
九
六
六
年
十
月
。

（
47
）T

adam
asa
H
ayashi,A

rtw
orks

from
Japan

and
C

hina:P
aintings,B

ooks,

C
ollected

B
y

T
.H

ayashi[O
bjets

D
’A

rt
et

P
eintures

de
la

C
hine

et
du

Japon

etde
la

C
hine,P

eintures,Livres,R
èunis

par
T

.H
ayashi,A

ncien
C

om
m

issaire

G
ènèral

du
Japon

À
L’exposition](Paris:[s.n.],1903).

（
48
）
前
掲
注
18
水
野
論
文
。

（
49
）
前
掲
注
18
水
野
論
文
。

（
50
）
前
掲
注
18
水
野
論
文
。

（
51
）
野
間
清
六
「
欧
米
に
あ
る
伎
楽
面
」『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
一
二
〇
、
一
九
六
一
年
三

月
。

（
52
）
こ
の
面
を
紹
介
し
た
左
記
の
論
文
が
あ
る
が
、
作
者
に
関
す
る
言
及
は
な
い
。

Soam
e
Jenyns,

“A
Japanese

Gigaku
M
ask
from

the
T
em
pyō

Period
(A
.D

.
710�

94),
”T

he
B

ritish
M

useum
Q

uarterly
20,N

o.
2

(Septem
ber

1955):50�
53.

（
53
）
登
録
簿
の
記
載
は
左
記
の
と
お
り
。

Gigaku
m
ask
ofM

agao
M
en
Serious

face
type.

Softw
ood
carved

w
ith
gesso

and
painted.H

.11
3/

8”.W
.

75/
8”

Japanese:T
enpyō

period.From
the
H
oryujiand

H
ara
collection

（
54
）
童
子
面
の
身
色
に
つ
い
て
、
成
瀬
氏
が
「
肌
色
〜
赤
色
の
も
の
と
青
色
の
も
の

（
マ
マ
）

が
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
後
、
師
子
児
と
太
孤
児
の
分
別
を
試
み
た
岩
田
氏

は
、
身
色
は
指
標
と
な
り
え
な
い
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
27
・
15
論
文
）
。
か
り
に

③
の
面
の
表
面
彩
色
が
後
補
と
す
れ
ば
、
眼
孔
が
弓
形
の
面
（
④
・
㉔
・
㉕
）
は

黄
褐
色
、
滴
形
の
面
（
⑤
・
㉘
・
正
倉
院
の
木
彫
第
四
四
号
・
基
永
師
作
と
み
ら

れ
る
ギ
メ
東
洋
美
術
館
の
童
子
面
〈EO

604

〉）
は
青
（
現
状
、
緑
色
に
み
え
る
も

の
も
ふ
く
む
）
と
分
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
っ
て
法
隆
寺
献
納
宝
物
の

童
子
面
に
つ
い
て
も
、
弓
形
の
面
（
Ｎ�

二
一
七
・
Ｎ�

二
一
八
）
は
薄
い
黄
褐
色
、

滴
形
の
面
（
Ｎ�

二
〇
八
）
は
青
緑
色
と
報
告
さ
れ
て
お
り
（
奥
村
秀
雄
・
浅
井
和

春
「
作
品
解
説
」
東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
伎
楽
面
』
便
利
堂
、

一
九
八
四
年
四
月
）、
図
像
の
み
な
ら
ず
身
色
も
継
承
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
し
、
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
大
田
倭
麿
作
の
童
子
面
は
、
眼
孔
が
弓
形
の
面

（
木
彫
第
三
一
号
）
が
肌
色
、
滴
形
の
面
（
木
彫
第
一
九
号
）
が
赤
褐
色
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
身
色
に
よ
る
分
別
が
す
べ
て
の
童
子
面
に
通
用
す
る
わ
け
で
は
な

さ
そ
う
だ
。
す
く
な
く
と
も
大
仏
開
眼
会
所
用
の
面
に
か
ぎ
れ
ば
、
身
色
に
つ
い

て
も
青
を
師
子
児
、
黄
褐
色
を
太
孤
児
と
分
別
す
る
指
標
と
な
り
う
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

（
55
）
『
大
日
本
古
文
書
』
に
収
載
さ
れ
る
「
写
経
料
筆
墨
紙
充
帳
」（
天
平
十
四
年
二
月

〜
）
や
「
写
�
所
解

申
請
筆
墨
事
」（
天
平
十
九
年
八
月
十
日
）
な
ど
。

（
56
）
前
掲
注
30
・
34
・
35
解
説
。

（
57
）
成
瀬
正
和
「
伎
楽
面
」
浅
井
和
春
責
任
編
集
『
東
大
寺
・
正
倉
院
と
興
福
寺

奈

良
時
代
Ⅱ
』〈
日
本
美
術
全
集
三
〉
小
学
館
、
二
〇
一
三
年
九
月
。

（
58
）
前
掲
注
27
成
瀬
論
文
。

（
59
）
正
倉
院
の
木
彫
第
八
八
号
の
崑
崙
面
は
、
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
度
の
保

存
修
理
に
際
し
て
面
裏
額
部
に
墨
書
が
見
出
さ
れ
、
延
均
師
作
と
判
明
し
た
。
左

記
の
文
献
に
詳
細
な
報
告
が
掲
載
さ
れ
る
。

「
年
次
報
告
」『
正
倉
院
紀
要
』
三
六
、
二
〇
一
四
年
三
月
。

（
60
）
前
掲
注
7
岡
論
文
お
よ
び
注
21
上
原
書
。

（
61
）
前
掲
注
27
成
瀬
論
文
。

（
62
）
前
掲
注
27
成
瀬
論
文
。

56
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（
63
）
銘
記
に
よ
り
捨
目
師
作
と
判
明
す
る
六
面
（
正
倉
院
の
木
彫
第
二
〇
号
お
よ
び
第

二
一
号
の
酔
胡
従
・
③
・
④
・
⑥
・
㉘
）
の
う
ち
、
③
・
⑥
・
㉘
の
三
面
は
耳
朶

に
小
孔
を
穿
つ
。
ほ
か
に
無
銘
記
な
が
ら
捨
目
師
の
作
風
を
し
め
す
東
大
寺
所
蔵

の
治
道
（
重
文
№
20
、『
大
観
』
№
23
）
と
酔
胡
従
（
重
文
№
26
、『
大
観
』
№
26
）

の
二
面
も
耳
朶
に
小
孔
が
あ
る
。

（
64
）
崑
崙
や
迦
楼
羅
の
面
で
獣
耳
と
し
な
い
も
の
と
し
て
、
ギ
メ
東
洋
美
術
館
（
㉗
）

や
正
倉
院
（
木
彫
第
六
三
号
）
の
迦
楼
羅
面
な
ど
が
あ
る
。

口
絵
5
〜
7
、
図
3�
1
・
4�

1
・
5�

1
・
6�

1
・
7
・
8�

1
・
9
〜
13�

1
・

14
・
15�

1
・
16�

1
・
17
・
18
・
21�

1
・
22
・
23
・
32
・
33
は
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵

の
画
像
デ
ー
タ
を
使
用
し
、
東
大
寺
と
藤
田
美
術
館
か
ら
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
図
19

�

1
は
文
化
庁
、
図
36
は
東
京
文
化
財
研
究
所
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
口
絵
4
・

8
・
9
、
図
1
・
2
・
3�

2
・
4�
2
・
5�

2
・
6�

2
・
8�

2
・
13�

2
・
15�

2
〜

5
・
16�

2
・
19�

2
〜
5
・
20
・
21�

2
・
24
〜
28
・
34
・
35
は
筆
者
撮
影
。

図
29
・
30
は
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
の
伎
楽
面
』（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
三
月
）、

図
31
は
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
第
六
十
六
回
正
倉
院
展
』（
二
〇
一
四
年
十
月
）
よ
り
転

載
し
た
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、JSPS

科
研
費JP22K

13012

「
古
写
真
・
絵
は
が
き
・
売
立
目
録
を
も
ち
い

た
仏
像
彫
刻
の
研
究
―
奈
良
地
方
の
作
品
を
中
心
に
―
」（
研
究
代
表
者
山
口
隆
介
）、

JSPS

科
研
費JP19H

01367

「
明
治
時
代
の
文
化
財
保
護
法
制
と
帝
国
博
物
館
の
成
立
に

関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
宮
崎
幹
子
）、JSPS

科
研
費JP21K

00173
「
在
米

の
仏
像
と
仏
具
お
よ
び
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査
―
寺
宝
流
出
と
古
美
術
商
、
収
集
家
の
関
係
と

そ
の
実
態
」（
研
究
代
表
者
木
下
京
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

﹇
謝
辞
﹈

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
淺
湫
毅
、
井
上
大
樹
、
内
山
淳
子
、
大
澤
信
、
奥
健
夫
、
橘

川
英
規
、
木
下
京
子
、
桑
原
康
郎
、
齋
藤
清
、
神
野
祐
太
、
瀬
津
勲
、
髙
梨
純
次
、
竹
下

繭
子
、
田
中
健
一
、
内
藤
航
、
永
井
洋
之
、
中
村
暢
子
、
野
尻
忠
、
久
永
昂
央
、
本
多
康

子
、
前
野
絵
里
、
水
野
敬
三
郎
、
三
本
周
作
、
宮
崎
幹
子
、
武
笠
朗
、
安
永
拓
世
、
矢
野

明
子
、H

élène
B

A
Y

O
U

、M
ary

L
ew

ine

、R
achel

Saund
ers

、R
osina

B
uckland

、

Sinèad
V

ilbar

、V
incent

L
E

FE
V

R
E

の
各
氏
か
ら
は
、
ご
教
示
な
ら
び
に
作
品
調
査
や

画
像
デ
ー
タ
の
利
用
に
際
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
画
像
処
理
に
あ
た

り
西
川
夏
永
氏
を
煩
わ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
に
し
る
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
や
ま
ぐ
ち

り
ゅ
う
す
け
／
奈
良
国
立
博
物
館
学
芸
部
主
任
研
究
員
）
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図4�1 伎楽面 童子 奈良・東大寺

図1 伎楽面 太孤父 個人蔵

図2�4 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図2�5 同 桐箱蓋裏貼紙

図4�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図2�1 伎楽面 酔胡従 個人蔵

図2�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図3�1 伎楽面 童子 奈良・東大寺

図5�1 伎楽面 童子 奈良・東大寺

図5�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図3�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図2�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）
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図9 伎楽面 崑崙
奈良・東大寺

図6�1 伎楽面 呉公
奈良・東大寺

図8�1 伎楽面 崑崙
奈良・東大寺

図8�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図6�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図10�1 伎楽面 崑崙
奈良・東大寺

図7�1 伎楽面 迦楼羅
奈良・東大寺

図10�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図7�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図10�3
同 面裏墨書

（近赤外線画像）
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図11�1 伎楽面 波羅門
奈良・東大寺

図12�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図14�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図14�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図13�1 伎楽面 太孤父
奈良・東大寺

図11�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図13�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図15�1 伎楽面 酔胡従
奈良・東大寺

図11�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図14�1 伎楽面 酔胡王
奈良・東大寺

図12�1 伎楽面 波羅門
奈良・東大寺

図15�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図15�3
同 面裏墨書
（近赤外線画像）
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図15�4 同 面裏墨書（近赤外線画像）

図17 伎楽面 酔胡従
奈良・東大寺

図19�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図19�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図19�4 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図18 伎楽面 老相面
奈良・東大寺

図15�5
同 面裏墨書

（近赤外線画像）

図16�1 伎楽面 酔胡従 奈良・東大寺

図19�1 伎楽面 酔胡従
文化庁

図16�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図19�5 同 面裏貼紙
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図20�1 伎楽面 迦楼羅
京都国立博物館

図21�1 伎楽面 迦楼羅
大阪・藤田美術館

図23 伎楽面 酔胡従
大阪・藤田美術館

図21�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図24�1 伎楽面 童子
アメリカ ハーバード美術館

図20�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図22�1 伎楽面 力士
大阪・藤田美術館

図22�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図20�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図24�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図24�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）
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図27�1 伎楽面 迦楼羅
フランス ギメ東洋美術館

with permission from the musée national
des arts asiatiques-Guimet, Paris

図25�1 伎楽面 童子 アメリカ
クリーブランド美術館

図27�3 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図25�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図27�5 同 面裏墨書（近赤外線画像）

図27�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図27�4 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図26�1 伎楽面 金剛
フランス ギメ東洋美術館

with permission from the musée national
des arts asiatiques-Guimet, Paris

図28�1 伎楽面 童子
イギリス 大英博物館
Ⓒ The Trustees of the

British Museum

図26�2
同 面裏墨書

（近赤外線画像）
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図28�2 同 面裏墨書
（近赤外線画像）

図31 伎楽面 崑崙 木彫第88号
正倉院宝物

図34 伎楽面 迦楼羅
滋賀・MIHO MUSEUM

図29 伎楽面 酔胡従 木彫第39号
正倉院宝物

図35 伎楽面 老相面
『南都東大寺 伎楽之面写』所載
滋賀・MIHO MUSEUM

図32 伎楽面 崑崙 奈良・東大寺

図30�1 伎楽面 酔胡従
木彫第40号
正倉院宝物

図36 伎楽面 老相面
『朝吹氏野崎氏蔵品入札』所載

図30�2 同 面裏墨書

図33 伎楽面 崑崙 奈良・東大寺
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